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《3》 広報によど川 8月号 広報によど川 8月号 《2》

６月２５日　井上兼春さんと田村敏子さんが、民生委員・児童委員としての長年の功績が評価され、民生

委員・児童委員厚生労働大臣特別表彰を受賞し、仁淀川町保健福祉センターで表彰式が行われました。

　井上さんは、３１年７カ月にわたり、独居高齢者等の見守り体制の充実に向けて、細やかな活動を行い、

関係団体への橋渡しを行うなど地域福祉の向上に貢献されました。

　また、田村さんは、２６年にわたり、地域住民の実態把握やさ

まざまな相談に応じ、親身に助言を行ったり、高齢者の安否確認

などに熱意をもって努められました。

　民生・児童委員の皆さんは地域の一員として生活しながら、見

守りや地域のかたがたなどの相談に乗り、関係機関とのパイプ役

になるなど、地域を支える重要な存在です。しかし、単独の活動

には限界があります。皆さん一人一人が地域に関心を持ち、『つ

ながりを持つ』ということを意識して、できることから実践して

いく。それが安心安全なまちづくりにつながっていくのではない

でしょうか。

井上兼春さん(桧谷)
田村敏子さん(久喜)

　皆
さ
ん
が
暮
ら
す
集
落
に
は
、
昔
か

ら
受
け
継
が
れ
て
い
る
風
習
が
あ
り
ま

す
か
？

　

 

　上
川
渡
地
区
に
は
、
今
も
な
お
、

脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
珍
し
い
風

習
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
「
御
参
帳
」

で
す
。
集
落
に
暮
ら
す
人
が
毎
日
正
八

幡
宮
で
お
参
り
し
、
集
落
の
安
泰
を
願

う
の
で
す
。
そ
の
後
「
御
参
帳
」
に
日

付
と
氏
名
を
記
帳
し
、
次
の
人
へ
手
渡

し
て
い
く
と
い
う
も
の
で
す
。

　そ
の
起
源
は
、
明
治
時
代
に
さ
か
の

ぼ
り
、
戦
時
中
、
出
兵
し
た
兵
士
の
安

全
を
祈
り
、
お
参
り
し
た
こ
と
か
ら
始

ま
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

   

７
月
14
日
に
開
か
れ
た
集
落
の
神
祭

で
、
「
御
参
帳
」
の
話
に
花
が
咲
き
ま

し
た
。
大
黒
懋
さ
ん
は
、
「
子
ど
も
の

こ
ろ
見
た
も
の
に
は
明
治
の
年
号
が
あ

っ
た
」
と
話
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
古
く

は
明
治
か
ら
始
ま
り
、
大
正
、
昭
和
、

平
成
と
１
０
０
年
以
上
続
い
て
い
る
と

い
う
こ
と
な
の
で
す
。

　こ
の
集
落
で
暮
ら
し
て
き
た
神
原
信

御参帳には、お参

りした日付と氏名

がずらりと並んで

います

神祭で御参帳を見ながら当時を振り返る

上
川
渡
地
区
に
古
く
か
ら
受
け
継
が
れ
る
風
習

　
　集
落
を
結
ぶ「
御
参
帳
」

御
参
帳
が
き
た
よ
！

は
や
回
って
き
た
か
ね
え
。

あ
り
が
と
う
。

掛
水
幸
弘
さ
ん

お

　

　
ま

い

り

　
ち

ょ

う

掛
水
友
子
さ
ん

つ
と
む

孝
さ
ん
は
、
「
こ
の
上
川
渡

地
区
は
み
ん
な
仲
が
え
え
。

だ
か
ら
御
参
帳
だ
け
で
な
く

虫
送
り
や
接
待
と
い
う
行
事

が
今
も
し
っ
か
り
受
け
継
が

れ
て
い
る
」
と
集
落
を
結
ぶ

風
習
や
行
事
の
大
切
さ
を
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
御
参
帳
の
良
さ
に

つ
い
て
「
こ
れ
は
み
ん
な
に

見
ら
れ
る
け
、
名
前
を
書
く

と
き
は
恥
ず
か
し
く
な
い
よ

う
に
い
つ
も
以
上
に
丁
寧
に
書
く
が
よ
。
そ
れ
や
け
上
川
渡
の

人
は
み
ん
な
字
が
き
れ
い
よ
」
と
大
笑
い
。

　御
参
帳
が
、
こ
の
集
落
に
暮
ら
す
人
た
ち
を
結
ぶ
架
け
橋
と

し
て
受
け
継
が
れ
、
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　神
祭
の
翌
日
、
当
番
の
掛
水

春
直
さ
ん
は
、
正
八
幡
宮
を
訪

れ
、
「
集
落
を
代
表
し
て
き
ま

し
た
。
み
ん
な
元
気
で
あ
り
ま

す
よ
う
に
」
と
お
祈
り
し
、
御

参
帳
は
、
ま
た
次
の
人
へ
と
手

渡
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

７
月
６
日

　上
川
渡
・
戸
立
地
区
で
虫
送
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

上
川
渡
大
師
堂
で
一
同
が
酒
を
い
た
だ
き
、
若
者
が
鉦
や
太
鼓

を
持
ち
、
鳴
り
物
を
先
頭
に

若
竹
の
先
に
つ
る
し
た
紙
の

「
の
ぼ
り
」
を
持
ち
、
庄
田

川
の
下
流
へ
と
集
落
を
下
り
、

今
年
の
豊
作
を
祈
り
ま
し
た
。

お
参
り
す
る
掛
水
春
直
さ
ん

７
月
19
日
〜
21
日

　県
中
学

総
体
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部
が

春
野
運
動
公
園
で
行
わ
れ
、

昨
年
県
総
体
と
四
国
総
体
、

全
国
大
会
と
無
敗
で
全
国
を

制
し
た
池
川
中
が
連
覇
を
果

た
し
ま
し
た
。

　今
大
会
優
勝
候
補
筆
頭
に
挙

げ
ら
れ
て
い
た
池
川
中
は
、
初

戦
か
ら
打
線
の
つ
な
が
り
を
見

せ
６
回
コ
ー
ル
ド
勝
ち
。
続
く

準
々
決
勝
で
は
町
内
校
同
士
の

対
戦
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
全

国
大
会
に
出
場
し
て
い
る
仁
淀

中
は
１
点
を
追
う
１

回
裏
、
打
線
が
つ
な

が
り
一
挙
３
点
を
取

り
逆
転
。
３
回
に
逆

転
さ
れ
る
も
す
ぐ
に

そ
の
裏
１
点
を
返
し

同
点
と
す
る
な
ど
、

決
勝
を
思
わ
せ
る
よ

う
な
白
熱
し
た
試
合
に
会

場
は
大
い
に
沸
き
ま
し
た
。

　こ
の
熱
戦
を
制
し
た
池

川
中
は
勢
い
そ
の
ま
ま
に
、

２
年
連
続
優
勝
の
快
挙
を

成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　こ
の
結
果
に
よ
り
、
池

川
中
の
四
国
中
学
総
体

（
８
月
２
日
開
幕
・
愛
媛

県
）
へ
の
出
場
が
決
ま
り
、

全
国
大
会
（
８
月
17
日
開

幕
・
愛
媛
県
）
の
出
場
権

を
か
け
た
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
す
。

連
覇
を
成
し
遂
げ
た
池
川
中
の
選
手

直
接
対
決
で
全
力
を
出
し
き
っ
た
仁
淀
中（
上
）と
池
川
中
の
選
手

大会結果　 １回戦 ８－０窪川中 　 準々決勝 ８－４仁淀中  　準決勝 ６－１須崎南・北ノ川  　決勝 ９－２上分中

池
川
中
県
総
体 

２
年
連
続
Ｖ
の
快
挙

民生委員・児童委員厚生労働大臣特別表彰受賞

受賞された井上兼春さん(左)と田村敏子さん



《5》 広報によど川 8月号 広報によど川 8月号 《4》

６
月
30
日

　消
防
団
員
の
技
術
向
上
を
図
る
「
仁

淀
川
町
消
防
大
会
」
が
田
村
多
目
的
広
場
で
開
催

さ
れ
、
総
勢
２
３
３
人
の
団
員
が
、
放
水
競
技
な

ど
を
通
し
て
日
頃
の
訓
練
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　開
会
式
で
新
入
団
員
の
辞
令
交
付
式
や
表
彰
披

露
が
行
わ
れ
た
後
、
消
防
活
動
の
基
本
と
な
る
服

装
お
よ
び
機
械
器
具
点
検
を
行
う
と
、
会
場
は
緊

張
感
に
包
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　今
年
は
小
型
ポ
ン
プ
操
法
に
６
チ
ー
ム
、
自
動

車
ポ
ン
プ
操
法
に
１
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
訓
練
を

重
ね
て
身
に
付
け
た
放
水
技
術
を
使
い
、
節
度
と

タ
イ
ム
を
競
い
ま
し
た
。

　午
後
か
ら
は
、
各
地
区
の
方

面
隊
対
抗
で
４
競
技(

早
出
し

放
水
、
早
掛
け
、
中
継
放
水
、

缶
送
り)

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

缶
送
り
競
技
で
は
、
高
さ
５
㍍
、

長
さ
40
㍍
の
ワ
イ
ヤ
ー
に
つ
る

し
た
缶
を
、
放
水
で
相
手
側
の

支
柱
に
寄
せ
、
正
確
さ
と
タ
イ

ム
を
競
い
ま
し
た
。
合
図
と
と

も
に
１
組
８
人
の
団
員
ら
は
勢

い
よ
く
放
水
。
的
確
に
缶
を
狙

い
、
勢
い
よ
く
相
手
の
支
柱
に

缶
を
寄
せ
る
と
、
周
囲
か
ら
は

「
よ
っ
し
ゃ
あ
！
え
え
ぞ
！
」

と
、
こ
の
日
一
番
の
歓
声
が
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。

　大
会
の
結
果
、
小
型
ポ
ン
プ

操
法
で
優
勝
し
た
川
渡
分
団
と

自
動
車
ポ
ン
プ
操
法
で
放
水
技

術
を
披
露
し
た
池
川
分
団
が
、

10
月
12
日
に
県
消
防
学
校(

い

の
町)

で
開
催
さ
れ
る
中
央
地

区
消
防
操
法
大
会
の
出
場
が
決

ま
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
今
年
は
森
分
団
が
11

月
8
日
に
東
京
で
開
催
さ
れ
る

全
国
消
防
操
法
大
会
に
県
代
表

と
し
て
出
場
し
ま
す
。
仁
淀
川

町
消
防
団
の
心
意
気
と
技
術
の

高
さ
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
て
く
れ

る
こ
と
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、

皆
さ
ま
の
あ
た
た
か
い
ご
声
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

仁淀川町消防団員　放水技術競う
小型ポンプの部優勝川渡分団　総合優勝は仁淀方面隊

気迫に満ちた表情で臨む小型ポンプ操法優勝の川渡分団

自動車ポンプ操法で訓練成果を
披露する池川分団

一
進
一
退
の
攻
防
（
缶
送
り
）

元
気
な
子
ど
も
た
ち
の
姿
に

顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
る
住
民

見
違
え
る
よ
う
に
き
れ
い
に

な
っ
た
対
岸

【競技結果】

■小型ポンプ操法

　第１位　川渡分団

　第２位　用居分団

　第３位　長者分団

■早出し放水競技

　第１位　安居分団

■早掛け競技

　第１位　用居分団

■中継放水競技

　第１位　別枝・沢渡・

　　　　　高瀬分団

■缶送り競技

　第１位　泉川分団

　中
山

　佑
一 (

別
枝
分
団
）

　西
森

　栄
作 (

森
分
団
）

　鎌
倉

　勇
弥 (

長
者
分
団
）

新
入
団
員

７月２日　沢渡地域集会所で別府小学校１・２年生１７

人と高知大生、地域住民約３０人が、七夕の飾り付けや

昔遊びを通じて触れ合いました。これは、学校のない別

枝地域に子どもたちの声を届けようと、別府小学校が別

枝上・下地域で交流移動教室(隔年)を行っているものです。

　参加した七夕生まれの谷脇英子さんと石井啓子さんは、

「孫ができたみたい」と声を弾ませ、別枝下地域長の味

本孝繁さんは「子どもと触れ合うと若返るね」と満面の笑み。池田校長は、「地元の方が喜んでくれ

ることが何より。児童には地域を大切にする気持ちを持ち続けてほしい」と願っていました。

集落に響く児童の歓声

「虫送り」がつなぐ集落の絆
６月20日　標高700㍍の秘境「椿山地区」で、

600年以上の歴史を誇る年５回の奉納行事のひ

とつ、虫送りが行われ、氏仏堂の前で篝火を囲

んで椿山太鼓踊りが奉納されました。

　訪れた人は、雄大な自然と一体となった神秘

的な踊りを感慨深げに見つめていました。

※例年９月５日に行っている先祖供養は、今年は９

月７日に行います

地域をきれいに
6月28日　町スポーツ少年団の別府メッツジュ

ニアや仁淀柔道の団員、保護者ら32人が参加

し、別府小学校周辺と下川渡地区周辺の清掃活

動を行いました。

　また、7月5日には、長者農村広場で、長者

アタッカーズの団員ら１３人が草引きに汗を流

しました。参加した子どもたちはきれいになっ

たグラウンドに目を輝かせていました。

名野川地区の対岸に彩りを

見たことありますか？
きゅうりに葉っぱ！

７月５日　名野川地区の国道３３号横を流れる仁

淀川を挟んだ対岸で、中津観光協会(片岡喜昌会長)

と地元住民約３０人が、草刈り機とチェーンソー

などを使い、炎天下の下、草刈りを行いました。

　将来、この場所に花桃やコスモスなどを植え、

地元でイベントをする際に住民や沿道を通る観光

客に楽しんでもらうのが狙い。今後も継続して草

刈りなどの活動をしていくとのことです。

　この場所がどんな花で彩られるのか楽しみです。

 中越則光さん(87・大内)の畑

で収穫されたきゅうり。目を

よく凝らして見ると、きゅう

りの中央部分から葉っぱがでています。

  中越さんは、『これは珍しいが異変。家族や地域の

人たちに変わったことがありませんように』とお祈

りして、近くのお堂にお供えしたそうです。

かがり

長者農村広場の様子　　　　  別府小学校の様子

ここに葉っぱが！
←

発見した中越さん



《7》 広報によど川 8月号 広報によど川 8月号 《6》

ふれあいと対話がある社会を 
第64回社会を明るくする運動強調月間

誘われても「ダメ。ゼッタイ。」

全勝でテキーラが２連覇！
会長杯ソフトボール大会（5/13～6/12）

仁淀川町体育会
交流ミックスバレーボール大会

高知県武道室戸大会で躍動！
仁淀柔道スポーツ少年団 ７月２日　池川中学校全学年対象に佐川警察署と中央

西福祉保健所の職員による「薬物乱用防止教室」が行

われました。

　初めに、薬物の種類や現状説明を受け、薬物乱用の

悪影響についてのDVDを鑑賞。薬物によって一度ダメ

ージを受けた脳は、決して元の状態には戻らないこと

などを学びました。

　また、7月9日には仁淀中学校でも2年生を対象に教室

が行われ、薬物やタバコの健康被害についての説明を

受けた後、２人１組になって薬物の誘惑を断る訓練を

行いました。

　参加した生徒

たちは、メモを

取りながら真剣

な眼差しで説明

に聞き入り、薬

物の怖さについ

て認識を深めて

いました。

７月１日　「第64回社会を明るくする運

動強調月間」に合わせ、町内で街頭パレ

ードが行われました。

　高吾保護区保護司会をはじめ、日ごろ

更生保護に取り組む関係機関より約３０

人が参加。役場本庁舎で片岡和政会長が

法務大臣のメッセージを伝達した後、町

内の商店などで買い物客にチラシやうち

わなどを配布し、啓発に努めました。

　さくらクラブ吾川主催「会長杯ソフトボール大会」が

５月13日に開幕し、１カ月間にわたるリーグ戦が繰り

広げられました。結果は下記のとおりです。

チ ー ム 成 績　優　勝　テキーラ

　　　　　　　　準優勝　名野川エラーズ

　              　　 第３位　清流クラブ池川

最高殊勲選手賞　田中慎太郎 (テ)

首 位 打 者 賞　金尾 純 (テ)【打率１位】

優 秀 選 手 賞　北原 透 (名)【打率２位】

ホームラン王　上村 学 (テ)【本塁打２本】

７月１日  仁淀中学校体育館で、仁淀川町体育

会主催の交流ミックスバレーボール大会が３

チームで行われ、会場には参加者の掛け声や

歓声が響いていました。

■優　勝 だんだんよ　■準優勝 池川チーム　

■第３位 用居チーム　

６
月
21
日

　仁
淀
川
町
青
少
年
健

全
育
成
協
議
会(

岡
林
照
壽
会
長)

と
教
育
委
員
会
主
催
に
よ
る
「
第

３
回
仁
淀
川
町
招
待
球
技
大
会
」

が
開
催
さ
れ
、
県
内
中
学
の
強
豪

17
校
、
約
３
０
０
人
の
選
手
が
来

町
し
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
男
女
卓
球
の
３
競
技
で

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
は
、

町
内
の
２
校
に
よ
る
決
勝

戦
と
な
り
、
接
戦
の
末
、

池
川
中
学
校
が
見
事
優
勝

を
果
た
し
ま
し
た
。

  

ま
た
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

は
、
時
々
小
雨
が
降
る
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
な
か
行

わ
れ
、
窪
川
中
学
校
が
優

勝
。
卓
球
男
子
は
地
元
仁

淀
中
学
校
に
勝
利
し
た
一

宮
中
学
校
が
優
勝
、
卓
球

女
子
は
佐
川
中
学
校
が
そ

れ
ぞ
れ
優
勝
の
栄
冠
に
輝

き
ま
し
た
。

　

　結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

６月15日　国立室戸青少年自然の家で開催さ

れた第54回高知県武道室戸大会(柔道の部)に

本町から仁淀柔道スポーツ少年団が出場し、

大健闘しました。 

　団員らは、週３回行われる練習で体力づく

りや投げ技、寝技など、技に磨きをかけてい

ます。今後のさらなる活躍に期待します。

メッセージを伝達する片岡会長

健闘した仁淀柔道スポーツ少年団の参加選手

仁淀中学校卓球部の選手

優勝した池川中バレー部の選手

薬物乱用防止教室の様子（池川中）

大
会
に
参
加
し
た
愛
好
家
の
皆
さ
ん

個人戦　▲２年生男子優勝 谷脇杜和　▲２年生女子２位 山本心春　▲３年生男子３位 藤原 丞

　　　　▲３年生女子３位 岸本陽奈・大窪ゆな　▲４年生男子優勝 谷脇弦起  

　　　　▲６年生女子３位 西森胡美

第
３
回
仁
淀
川
町
招
待
球
技
大
会

池
川
中
バ
レ
ー
部
が
優
勝

　

　卓
球
男
子
団
体
の
部
で
仁
淀
中
が
準
優
勝

バレーボール(池川体育館)

　優勝　　池川中学校

　準優勝　仁淀中学校

　第３位　日高中学校

卓球(仁淀中学校体育館)

・男子団体

　優勝　　一宮中学校

　準優勝　仁淀中学校

　第３位　佐川中学校

・女子団体

　優勝　　佐川中学校

　準優勝　葉山中学校

　第３位　三里中学校

ソフトボール

(町民グラウンド他)

　優勝　　窪川中学校

　準優勝　大正中学校

　第３位　池川中学校
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その住宅。地震に備えていますか？

住宅の耐震化に補助します

「災害に対する備え」知識深める 
仁淀川町自主防災組織連絡協議会主催の防災講演会開催

　耐震診断や耐震改修工事等にかかる費用の一部を補助していま

す。必ず契約前に補助申請の手続きをしてください。事後の場合

は、補助ができません。詳しくは下記まで問い合わせください。

▲問い合わせ・申し込み

　仁淀川町役場総務課　☎３５－０１１１

　池川総合支所住民課　☎３４－２１１１

　仁淀総合支所住民課　☎３２－１１１１

■参加対象（定員：男性女性とも10人）

　男性：仁淀川町・越知町・佐川町・日高村・いの町・

　　　　土佐市在住で20歳以上50歳までの独身の方

　女性：高知県内在住で20歳以上の独身の方

■参加費（体験料および食事代込み）

　男性：4,000円　　女性：2,000円

■申込方法

　住所・氏名・年齢・性別・電話番号(携帯可)・メー

ルアドレス(携帯可)を電話・またはFAX・E-mailにて

お知らせください。後日こちらから送付する振込用紙

に必要事項を記入、参加料をお振込いただいた時点で

正式に申し込み完了となります。

  ※お振込後の返金はできませんのでご了承ください

■申込期限

　8月29日（金）　※定員に達し次第、締め切りとな

ります。お申し込みはお早めに！！

西村教授による講演会の様子

棚田彩る七夕飾り（昨年の様子）

イベント情報

■対象住宅
　昭和56年5月31日以前　

　に建築された住宅

※戸建て、長屋および共　

　同住宅で併用住宅を含　

　み、持ち家、貸家を問　

　わない

■申請者
　対象住宅の所有者

耐震診断 耐震設計 耐震改修

木
造
住
宅

非
木
造
住
宅

自己負担は、

１棟あたり３千円

耐震改修設計にかかった

費用の2/3の額

１棟あたり

最高２０万円

耐震改修工事にかかった

費用の一部

１棟あたり

最高９０万円

耐震診断費用のうち、

３万円を補助します

耐震改修設計にかかった

費用の2/3の額

１棟あたり

最高２０万円

耐震改修工事にかかった

費用の一部

１棟あたり

最高９０万円

６月29日　仁淀川町中央公民館で、「災害に対する備え」に関

する知識を啓発し、地域へ浸透できるよう仁淀川町自主防災組

織連絡協議会主催の防災講演会が開催されました。

　講演会では、高知県本山土木事務所の森本剛正さんが「過去

の教訓をどれだけ語り継がれているか」と問いかけ、過去の災害を振り返りながら、日頃からの地域

の連携、近所との関わり方が大切であること等をお話しいただきました。

　続いて、徳島大学大学院教授の西村明儒さんが「死者から見た防災対策」と題し、講演を行いまし

た。阪神・淡路大震災当時、兵庫県監察医として数多くの犠牲者の検視にあたった経験より、医学的

見地から得た教訓をもとに、命を守るためには住宅の耐震化が必要であると説明。参加者は真剣な表

情で講演に聴き入っていました。

　講演会終了後のあいさつで、自主防災組織連絡協議会会長の吉村裕司さんは、「今日の講演で“逃

げるが勝ち”とにかく早く避難すれば命は助かるということを強く感じました」と話していました。

■日時　８月１０ 日(日)

■場所　長者

　　　 　(大いちょう前棚田)

■内容　１６時　地場産品等の出店

　　　　１７時　七夕飾りちょうちん点灯

長者七夕祭り

■日時

　８月１７日(日)

　１５時～

■場所

　北浦ふれあい公園

　(雨天は池川体育館)

第38回歌って走って
キャラバンバン～仁淀川町・池川大会～

■日時　８月１６日(土)１５時～

■場所　仁淀川町観光センター

　　　　運動広場

第28回茶霧湖まつり

山あい川あい越知で愛ツアー
参加者募集！！

イベント情報

会
場
下
の
大
渡
ダ
ム
公
園
か
ら
打
ち

上
げ
ら
れ
る
花
火
は
圧
巻
の
大
迫
力
（
昨
年
の
様
子
） 仁淀川町・仁淀大会（昨年の様子）

【日程】

☆9月6日（土）

　10時30分～　明治中学校集合・オリエ

　　　　　　　 ンテーション

　11時00分～　昼食作り(ハンバーガー)

　13時00分～　ラフティング体験～

　18時00分～　黒瀬キャンプ場でバーベ

　　　　　　　 キューによる懇親会＆花

　　　　　　　 火大会

　■黒瀬キャンプ場ログハウスで宿泊

　　※天候により変更することがあります

☆9月7日（日）

   9時00分～　 朝食

  10時00分～ 　焼き菓子作り

  12時00分～ 　結果発表

  12時30分～　 解散

■申し込み・問い合わせ　　

　山あい川あい越知で愛ツアー実行委員会 事務局担当：豊永・片岡 (高岡郡越知町越知甲1947番地6)

　☎0889-26-1181  　0889-26-2318  Ｅ-mail：ochi@kochi-shokokai.jp
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こんにちは！
保健師です
こんにちは！
保健師です　７月２日～４日に行われた女性がん検診会場に、３日間で２１２人の方が

「我が家のみそ汁」を持参し、塩分濃度を測定しました。

【塩分濃度は０.６～０.８％くらいが適塩】

　持参されたみそ汁の塩分濃度は、平均約０.９％、

いちばん薄かった０.２％に比べ、一番濃かった

ものは１.６％でした。「意外と薄かった」「思

ったより濃かった」と、さまざまな反応があった

ようです。

　０.８％のみそ汁は、１５０㏄の水に約１０ｇ

（小さじ2杯弱）のみそを入れると作ることがで

きます。

我が家の 　みそ汁
塩分濃度はどうでしたか？

◎熱中症の予防

熱中症を防ごう
～高吾北消防本部からのお知らせ～

８月の予定行事   (仁淀川町母子支援事業)▲

１４日(木) 助産師のお話
   (13:30～15:00)▲

２６日(火)小児科医の相談会・講話
   (10:00～15:00)▲

場所は子育て支援センターホール内
   ひまわり広場です

問い合わせ

　仁淀川町地域子育て支援センター

　 (仁淀川町大崎200)　☎・　３５－０４３３

子育てｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ子育てｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ
子育てに悩みや不安はありませんか？
より良い環境で子育てができるように支援をします。

　仁淀川町母子支援事業は子育てママやプレママ、どなたでも参加できます。 

　この機会にぜひ悩みや不安を解消し、楽しく子育てができることを願っています。

助産師のお話
初めての出産や第２子

以降の妊婦さんの不

安や悩みも解消。出

産する日が楽しみに♪

　暑い日が続いています。この時期には熱中症が起きやすく注意が必要です。もし暑さの中で少しでも

体調不良を感じたら無理をせず休息を取り、水分補給をしましょう。

①暑さに体を慣らす

　軽めの運動で汗をかく習慣を身につけ、暑さに強い

体を作りましょう。また、冷房に頼りすぎるのもひか

えましょう。もちろん無理は禁物です。

②高温・多湿・直射日光を避ける

　熱中症の原因の一つが、高温と多湿です。屋外では、

強い日差しを避け、屋内では風通しを良くするなど、

高温環境に長時間さらされないようにしましょう。

 □熱中症が疑われるときには

　意識があり、反応が正常なときには日陰や冷房の効いた部屋など涼しい場所に避難させ、氷や濡れ

タオルなどで体を冷やし水分・塩分補給を行いましょう。それでも状態が改善しないときには医療機

関で受診するようにしましょう。最初から意識状態がおかしい時にはすぐに救急車を要請し、涼しい

場所へ避難させ、体を冷やして救急車の到着を待ってください。

③水分補給や休息は計画的、

　かつ、こまめにする

　特に高齢者は、のどの渇きを感じにく

くなるため、早めに水分補給をしましょ

う。のどが渇いてから水分補給をするの

ではなく、例えば、時間を決めて水分補

給することや外出前に水分補給をするな

ど、意識的に水分補給を心がけましょう。

　なお、持病がある方や水分摂取を制限

されている方は、夏場の水分補給等につ

いて、必ず医師に相談しましょう。

ヨガでほぐしながら心も体も

リフレッシュ♪

会
場
で
塩
分
濃
度
を
測
定
す
る
様
子

みそ汁を持ってきてくださった
方の年齢構成

塩分濃度別の割合

1.2％
以上
9％

0.9～1.1％
43％

0.6～0.8％
41％

0.6％未満
7％

40歳
まで
2％

40
歳代
4％

50歳代
7％

60歳代
25％

70歳代
43％

80
歳代
19％

［塩分濃度別］ ［年代別］

減塩できるポイント　～濃かったみそ汁でも減塩はできる！～

◆味を変えるのはちょっと・・・という方　→　★野菜やきのこなどの具をた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　くさん入れる

◆具だくさんはちょっと・・・という方　   →　★だしじゃこや昆布からだし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　をとり、だしの風味を味わう

これらの方法で塩分摂取量を減らすことができますよ！

■問い合わせ　

　高吾北消防本部　☎２６－２１１１

　仁淀川分署　　　☎３５－００１７
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■■■お知らせコーナー■■■

　被
災
宅
地
危
険
度
判
定
と

は
、
大
規
模
な
地
震
や
大
雨
な

ど
の
た
め
に
、
宅
地
が
大
規
模

で
広
範
囲
に
災
害
を
受
け
た
場

合
に
、
宅
地
の
被
害
状
況
を
迅

速
か
つ
的
確
に
把
握
す
る
と
と

も
に
、
住
民
へ
情
報
を
提
供

し
、
二
次
災
害
の
軽
減
・
防
止

を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　宅
地
の
危
険
度
判
定
は
、
市

町
村
災
害
対
策
本
部
の
下
に
設

置
さ
れ
る
被
災
宅
地
危
険
度
判

定
実
施
本
部
が
行
い
ま
す
。
そ

の
結
果
は
危
険
度
に
応
じ
三
つ

に
区
分
さ
れ
、
下
記
の
ス
テ
ッ

カ
ー
を
現
地
の
見
や
す
い
場
所

に
貼
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
該

宅
地
の
所
有
者
だ
け
で
な
く
近

お知らせ
コーナー

・・・INFORMATION・・・

全
国
一
斉「
高
齢
者
・

障
害
者
の
人
権
あ
ん
し
ん

相
談
」強
化
週
間

被
災
宅
地
危
険
度
判
定

制
度
へ
の
ご
理
解
を

保
管
物
件（
通
貨
・
証
券

等
）の
返
還
に
つ
い
て

借
金
で
苦
し
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

借
金
で
苦
し
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

不
正
改
造
車
は

犯
罪
で
す
！

隣
住
民
、
付
近
を
通
行
す
る
方

に
も
注
意
を
呼
び
か
け
ま
す
。

　住
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
制
度

へ
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　高
知
県
土
木
部
都
市
計
画
課

　開
発
指
導
担
当

　☎
０
８
８
・
８
２
３
・
９
８
４
９

　高
知
地
方
法
務
局
と
高
知
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

介
護
者
に
よ
る
虐
待
や
障
害
を

理
由
と
す
る
差
別
な
ど
、
高
齢

者
・
障
害
者
を
め
ぐ
る
人
権
問

題
の
解
決
を
図
る
た
め
、
左
記

の
と
お
り
電
話
相
談
の
強
化
週

間
を
実
施
し
ま
す
。

◎
実
施
期
間

　９
月
８
日(

月)

か
ら
９
月

　14
日(

日)

ま
で
の
７
日
間

◎
時
間

　８
時
30
分
か
ら
19
時
ま
で

　た
だ
し
、
土
曜
日
・
日
曜
日

　は
10
時
か
ら
17
時
ま
で

◎
開
設
場
所

　高
知
地
方
法
務
局
人
権
擁
護

　課
ま
た
は
各
支
局

◎
電
話
番
号

　☎
０
５
７
０
（
０
０
３
）
１
１
０

 

（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

◎
取
扱
内
容

介
護
者
か
ら
の
肉
体
的
・
心

理
的
虐
待
あ
る
い
は
家
族
等

に
よ
る
経
済
的
虐
待
、
就
業

差
別
、
障
害
を
理
由
と
す
る

差
別
、
暮
ら
し
の
悩
み
ご
と

な
ど
高
齢
者
・
障
害
者
を
め

ぐ
る
人
権
問
題

◎
そ
の
他

　相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守

　し
ま
す
。

　自
動
車
は
、
生
活
に
欠
か
せ

な
い
移
動
手
段
と
な
っ
て
い
る

の
み
な
ら
ず
、
娯
楽
の
道
具
と

し
て
も
認
識
さ
れ
て
お
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
部
品
等
が
販
売
さ
れ

て
お
り
、
手
軽
に
取
り
付
け
等

が
で
き
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　し
か
し
な
が
ら
、
①
灯
火
の

色
が
不
適
切
な
灯
火
器
お
よ
び

回
転
灯
等
の
取
り
付
け
、
②
運

転
者
席
・
助
手
席
の
窓
ガ
ラ
ス

へ
の
着
色
フ
ィ
ル
ム
の
貼
り
付

け
、
③
タ
イ
ヤ
、
ホ
イ
ー
ル
の
車

体
外
へ
の
は
み
出
し
、
④
基
準

外
ウ
イ
ン
グ
（
エ
ア
・
ス
ボ
イ

ラ
）
の
取
り
付
け
、
⑤
マ
フ
ラ
ー

の
切
断
・
取
り
外
し
お
よ
び
基

準
不
適
合
マ
フ
ラ
ー
の
装
着
等

の
不
正
改
造
を
施
さ
れ
た
車
両

が
存
在
し
、
国
民
生
活
の
安
心
・

安
全
を
脅
か
し
て
い
る
こ
と
が

問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　国
土
交
通
省
で
は
、
こ
れ
ら

不
正
改
造
を
排
除
し
、
車
両
の

安
全
確
保
お
よ
び
環
境
保
全
を

図
る
た
め
、
関
係
省
庁
、
自
動

車
関
係
団
体
等
と
協
力
し
て
、

「
不
正
改
造
車
を
排
除
す
る
運

動
」
を
全
国
的
に
展
開
し
て
お

り
ま
す
。
皆
さ
ま
も
ぜ
ひ
、
こ

の
機
会
に
不
正
改
造
の
防
止
に

つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
き
、
こ
の
排
除
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

　詳
し
い
情
報
は
こ
ち
ら
か
ら

　

w
w
w
.te
n
k
e
n
-se
ib
i.co
m

■
問
い
合
わ
せ

　四
国
運
輸
局
高
知
運
輸
支
局

　検
査
整
備
保
安
部
門

　「
不
正
改
造
１
１
０
番
」

　☎
０
８
８
・
８
６
６
・
７
３
１
３

　税
関
で
は
、
終
戦
当
時
に
外

地
か
ら
引
き
揚
げ
て
来
ら
れ
た

方
か
ら
お
預
か
り
し
た
通
貨
・

証
券
等
を
お
返
し
し
て
い
ま

す
。　お

心
あ
た
り
の
あ
る
方
は
税

関
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　高
知
税
関
支
署
（
高
知
市
桟

　橋
通
５
―
４
―
55
高
知
港
合

　同
庁
舎
内
）

　☎
０
８
８
・
８
３
２
・
６
１
３
１

　Ｅ
メ
ー
ル

　

k
ob
e-k
och
i@
cu
stom

s.g
o.jp

　借
金
の
返
済
で
悩
ん
で

い
る
方
を
対
象
に
、
弁
護

士
や
司
法
書
士
に
よ
る
無

料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　ま
た
、
「
こ
こ
ろ
の
健

康
相
談
会
」
も
同
時
に
開

催
し
ま
す
の
で
、
返
済
生

活
を
送
る
中
で
、
心
身
に

不
調
を
抱
え
て
お
ら
れ
る

方
も
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。　相

談
す
る
こ
と
で
、
問

題
解
決
の
第
一
歩
を
踏
み

出
し
ま
し
ょ
う
。
借
入

れ
・
返
済
に
関
す
る
資
料

が
あ
れ
ば
、
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

■無料相談会の日程

秘密は守られます。ご安心ください。

平成26年度仁淀川町職員採用資格試験案内
【一般行政職・社会福祉士・看護師】

　平成27年４月１日採用予定の町職員採用資格試験を次のとおり実施します。

職種・採用予定人数・受験資格

●一般行政職・・・若干名

・昭和55年４月２日以降に生まれた人で、高等

学校卒業程度の学力を有する人または、平成

27年３月31日までに卒業見込みの人

●社会福祉士・・・１名

・昭和55年４月２日以降に生まれた人で、社会

福祉士の資格を有する人または、平成26年度

実施の国家試験により社会福祉士の資格を取

得する見込みの人　

●看護師・・・1名

・昭和55年４月２日以降に生まれた人で、看護

師の資格を有する人または、平成26年度実施

の国家試験により看護師免許を取得する見込

みの人

第１次試験

■試験日時　９月21日(日)
　　　　　　午前９時30分から

■場　　所　中央公民館　３階会議室

■試験科目　教養試験、事務適正検査、看護

　　　　　　師適正検査、専門試験(社会福祉

　　　　　　士・看護師のみ)

第２次試験

　第１次試験の合格通知書に試験日時を記載し

て通知します (試験科目 : 作文試験、口述試験)

申込配布場所

　仁淀川町役場総務課、各支所・各出張所窓口

　※仁淀川町ホームページからもダウンロード可

　URL：http://www.town.niyodogawa.lg.jp

　　　

受付期間

　８月７日(木)～８月21日(木)
　８時30分～17時15分(土・日は除く)  

　※郵送の場合は８月21日までの消印有効

その他

　採用された人は、仁淀川町内に居住すること

を原則とします

■問い合わせ・提出先

　〒781-1592

　高知県吾川郡仁淀川町大崎124

　仁淀川町役場総務課　☎０８８９－３５－０１１１

（高知市旭町3-115）



広報によど川 8月号 《14》《15》 広報によど川 8月号

国
民
年
金
だ
よ
り

佐川警察署・交通安全協会佐川支部　☎２２－０１１０

※交通安全協会は皆さまの会費で運営されています。ご協力よろしくお願いします

交通安全協会からのお知らせ交通安全協会からのお知らせ交通安全協会からのお知らせ

　夏休み期間中は、子どもたちが屋外で遊ぶことが多くなり、交通事故に遭う

可能性が大変高くなります。家庭・地域が一体となり、子どもを積極的に保

護・指導しましょう。特に、幼児・小学生低学年児童には「飛び出し」や「車の

直前直後の横断」などしないよう、安全な行動の習慣づけを徹底させましょう。

★児童・幼児（13歳未満）を自転車に乗せる時、保護者はヘルメットを着用させるよう努めてください。

夏休み中の子どもを交通事故から守ろう！！

第６回無事故・無違反ドライバーズコンテスト  セーフティロード103(土佐)

　国
民
年
金
保
険
料
の
免
除（
全
額
免
除
・
一
部
免
除
・
法
定
免
除
）、

若
年
者
納
付
猶
予
、
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
ら
れ
た
期
間
が

あ
る
場
合
、
保
険
料
を
全
額
納
め
た
方
と
比
べ
、
老
齢
基
礎
年
金（
65

歳
か
ら
受
け
ら
れ
る
年
金
）の
受
け
取
り
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
期
間
の
保
険
料
は
、
将
来
受
け
取
る
老
齢

基
礎
年
金
を
増
額
す
る
た
め
に
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ

っ
て
古
い
月
分
か
ら
納
め
る
（
追
納
）
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　た
だ
し
、
免
除
等
の
承
認
を
受
け
ら
れ
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら

起
算
し
て
３
年
度
目
以
降
の
追
納
の
場
合
、
当
時
の
保
険
料
額
に

一
定
の
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

　放
送
大
学
で
は
、
平
成
26
年

度
第
２
学
期
（
10
月
入
学
）
の

学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放

送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大

学
で
す
。
学
部
の
入
学
試
験
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、

幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

■
出
願
期
間

　８
月
31
日
ま
で
。

　資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て

い
ま
す
。

　お
気
軽
に
放
送
大
学
高
知
学

習
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
８
８
―
８

４
３
―
４
８
６
４
）
ま
で
ご
請

求
く
だ
さ
い
。
放
送
大
学
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
。

　10
月
頃
ま
で
は
、
梅
雨
や
台
風
な
ど
に

よ
る
風
水
害
が
起
こ
り
や
す
い
季
節
で
す
。

大
き
な
被
害
を
受
け
な
い
た
め
に
、
災
害

が
起
こ
る
前
の
備
え
が
必
要
で
す
。  

  

左
記
の
区
間
は
、
大
雨
の
場
合
、
落
石

や
土
砂
崩
れ
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
通

行
止
め
と
な
り
ま
す
。
通
行
止
め
時
に
は

こ
の
区
間
内
へ
の
進
入
が
で
き
ま
せ
ん
。

　通
行
止
め
の
解
除
は
、
雨
が
や
ん
で
か

ら
２
時
間
以
上
経
過
し
、
パ
ト
ロ
ー
ル
に

よ
り
安
全
を
確
認
し
た
後
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
夜
間
は
十
分
な
安
全
確
認
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
翌
朝
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を

行
い
安
全
を
確
認
し
た
後
で
解
除
に
な
り

ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　四
国
地
方
整
備
局

　☎
０
８
８
・
８
５
１
・
８
０
６
１

●
一
部
免
除
を
受
け
た
期
間
は
、

　残
り
の
納
付
す
べ
き
保
険
料

　が
納
付
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば

　追
納
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
「
若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生

　納
付
特
例
期
間
」
が
「
法
定

　免
除
・
申
請
免
除
期
間
」
よ

　り
古
い
（
先
に
経
過
し
た
）

　月
分
で
あ
る
場
合
は
、
「
若

　年
者
納
付
猶
予
・
学
生
納
付

　特
例
期
間
」
が
優
先
し
ま
す
。

●
「
法
定
免
除
・
申
請
免
除
期

　間
」
が
「
若
年
者
納
付
猶
予

　・
学
生
納
付
特
例
期
間
」
よ

　り
先
に
経
過
し
た
月
分
で
あ

　る
場
合
は
、
ど
ち
ら
を
優
先

　し
て
納
め
る
か
本
人
が
選
択

　で
き
ま
す
。

●
「
若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生

　納
付
特
例
期
間
」
の
中
で
は
、

　先
に
経
過
し
た
月
分
か
ら
納

　め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
「
法
定
免
除
・
申
請
免
除
期

　間
」
の
中
で
は
、
先
に
経
過

　し
た
月
分
か
ら
納
め
る
こ
と

　に
な
り
ま
す
。

　　追
納
の
申
し
込
み
・
ご
相
談

は
年
金
事
務
所
へ
お
願
い
し
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

　高
知
西
年
金
事
務
所

　☎
０
８
８
・
８
７
５
・
１
７
１
７

放
送
大
学
1０
月
生
募
集

の
お
知
ら
せ

国
道
33
号
大
雨
時
の
通
行
止
め
に

      

　

    

　
　
　
　
　
　ご
理
解
・
ご
協
力
を

自
衛
官
等
採
用
試
験
の

ご
案
内

高知県警察Ｂ(高卒)採用試験
申込受付期間：８月18日(月)～９月３日(水)

■受験資格　

　昭和59年４月２日から平成９年４月１日までに生

まれた者。ただし、学校教育法による４年制の大学

を卒業した者および平成27年３月31日までに卒業見

込みの者は受験できません。

■第一次試験

　平成26年10月19日(日)午前９時～

■申込方法　　　

  申込書は佐川署、各駐在所で配布していますので、

必要事項を記載して申し込みしてください。

■その他

　今年度から高知県については、身体検査基準のう

ち、身長と体重の基準をなくしています。

■問い合わせ

　佐川警察署(佐川町丙3555)　☎０８８９－２２－０１１０

■
問
い
合
わ
せ

　自
衛
隊
高
知
募
集
案
内
所

　

　☎
０
８
８
・
８
２
３
・
２
０
０
６

◇全面通行止めとなる区間と条件

■通行止め区間

①越知町横倉～仁淀川町森山（20.3㎞）

②仁淀川町森山～久万高原町中津（6.7㎞）

③久万高原町中津～久万高原町柳井川（6.1㎞）

■通行止め条件

①～③の区間とも連続雨量が250㎜に達した時
※パトロールにより危険と思われる時

◇迂回路について

　国土交通省が指定する迂回路はありません。なお、

ほかの道路も大雨による落石や土砂崩れの危険性もあ

りますので、道路情報を十分に確認してください。

道路情報問い合わせ先

佐川国道維持出張所　☎２２－１０２２

その他の道路情報提供

　５人１チームで無事故・無違反を競い合うコンテストで

す。チーム内で１人でも交通違反・または点数をともなう

交通事故があった場合は失格になります。

◆申込期間　平成26年７月１日(火)～８月29日(金)

◆実施期間　平成26年９月20日(土)～12月31日(水)

            　　までの間（103日） 

◆参加資格　高知県内に居住または勤務している方、日常的に

　　　　　　自動車または原動機付自転車を運転している方

◆参加負担金　１チーム　3,250円（650円×５人）

■問い合わせ・申し込み　佐川警察署　☎22 - 0 1 1 0

※仁淀川町防災行政無線でもお知らせすることがあります。

★賞品　達成したチームの中から抽選

●旅行券１０万円分（１本）

●旅行券３万円分（２本）

●商品券２万円分（３本）

●商品券１万円分（１０本）

●JA共済賞
　JA全国共通商品券2,500円分（６６本）

●商品券５千円分（170本程度）

●ブリヂストンタイヤジャパン賞
　同社Tシャツ５枚（10本）

http://www.skr.mlit.go.jp/

road/info/index.html



広報によど川 8月号 《16》《17》 広報によど川 8月号

児童扶養手当とは・・・
　父母の離婚などで、ひとり親等となっ

た家庭の生活安定と自立を助け、児童の

福祉の増進を図ることを目的として支給

される手当です。

手当額
　児童扶養手当の額は、請求者、配偶者

および扶養義務者の前年の所得によって

決まります。

○全額支給　４１，０２０円

○一部支給　４１，０１０円～９，６８０円

○児童２人目５，０００円、３人目以降１人に

　つき３，０００円を加算

　児童扶養手当の受給資格者は、毎年８月１日から８月３１日までの間に現況届を提出することが義

務づけられています。この届を出さないと手当が支給されなくなりますので、必ず提出してください。

　現在、児童扶養手当を受給しておらず、支給要件に該

当する方は新規申請の手続きが必要ですので、詳しいこ

とは役場の児童扶養手当係まで問い合わせください。

受給資格者
　児童扶養手当を受けることができるのは、下記の要件

に当てはまる１８歳に達する日以後の最初の３月３１日

までの間にある児童、または２０歳未満で心身に基準以

上の障害のある児童を監護している父親または母親や、

父母にかわってその児童を養育している方です。

①父母が離婚した場合

②父親または母親が死亡した児童

③父親または母親が重度の障害にある児童

④父親または母親から引き続き１年以上遺棄されている

　児童

⑤父親または母親が法令により引き続き１年以上拘禁さ

　れている児童

⑥婚姻によらないで出生した児童を監護する場合など 　　まだ「減額認定証」の申請をされてない方（平成26

年度市町村民税が非課税世帯の方に限る）で、入院など医

療費が高額になりそうな場合は、お早めに「減額認定証」

の申請をしてください。「減額認定証」の交付を受け医療

機関等へ提示することにより、窓口での医療費の自己負担

や食事代が軽減されます。

　なお、「減額認定証」は申請した月の初日から認定（有

効）となります。

特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は

　こ
の
制
度
は
、
障
害
児
の
福

祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
制
度
で
あ
る
と
と
も
に
、

在
宅
障
害
児
の
監
護
・
養
育
者

に
対
す
る
手
当
を
支
給
す
る
も

の
で
す
。

〇
障
害
児
と
は

　精
神
、
知
的
ま
た
は
身
体
障

　害
等
の
障
害
に
あ
る
20
歳
未

　満
の
児
童
で
、
政
令
に
定
め

　る
障
害
の
状
態
に
あ
る
者
。

〇
監
護
と
は

　日
常
生
活
に
お
い
て
、
対
象

　児
童
の
衣
食
住
な
ど
の
面
倒

　を
み
て
い
る
こ
と
。

　
ど
の
よ
う
な
人
が
手
当
を
受
け

ら
れ
る
の
で
す
か
？

　日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
、

障
害
児
を
監
護
（
介
護
）
し
て

い
る
父
、
ま
た
は
母
、
も
し
く

は
父
母
に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童

と
同
居
監
護
し
、
か
つ
そ
の
生

計
を
維
持
し
て
い
る
人
が
、
特

別
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
と
き
は
、
手
当
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

①
児
童
が
障
害
を
理
由
と
し
て

　年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

　る
と
き
。

②
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
な
ど

　に
入
所
し
て
い
る
と
き
。

③
請
求
者
、
配
偶
者
及
び
扶
養

　義
務
者
の
前
年
の
所
得
が
、

　政
令
で
定
め
る
限
度
額
を
超

　え
て
い
る
場
合
。

手
当
の
額
は
ど
の
く
ら
い
で
す

か
？

◎
重
度
障
害
児
の
場
合（
１
級
）

　１
人
に
つ
き

　月
額
４
９
，
９
０
０
円

◎
中
度
障
害
児
の
場
合（
２
級
）

　１
人
に
つ
き

　月
額
３
３
，
２
３
０
円

■
問
い
合
わ
せ

　仁
淀
川
町
役
場
保
健
福
祉
課

　☎
３
５
・
０
８
８
８

　池
川
総
合
支
所
住
民
課

　☎
３
４
・
２
１
１
１

　仁
淀
総
合
支
所
住
民
課

　☎
３
２
・
１
１
１
１

児童扶養手当 後期高齢者医療の被保険者証(保険証)は届いていますか？

■問い合わせ

　仁淀川町役場町民課　　　☎３５－１０８８

　池川総合支所健康福祉課　☎３４－２１１２ 

　仁淀総合支所健康福祉課　☎３２－１１３２

『
特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度
』を

　
　
　
　
　
　
　
　ご
存
じ
で
す
か
？

手
続
き
が
必
要
で
す

黄色■後期高齢者医療の被保険者証が黄色に
　変わりました
※医療を受ける際は、必ず医療機関等の窓口へ提示してください

■限度額適用・標準負担額減額認定証(減額認定証)も変わりました
　平成25年度中に「減額認定証」を交付されていた方で、平成26年度も市町村民税が非課税の世帯に

属する方には、被保険者証と一緒に新しい「減額認定証」を送付しています。ご確認ください。

注 ■申請に必要なもの
　  ①印鑑、②被保険者証

■問い合わせ・申請

　仁淀川町役場町民課　☎３５－１０８８

　池川総合支所住民課　☎３４－２１１１

　仁淀総合支所住民課　☎３２－１１１１

 

■
限
度
額
適
用
認
定
証

 

■
限
度
額
適
用
・

 

　
　
　標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

　国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
、
現
在
こ
れ
ら
の
交
付
を
受
け
て

い
る
方
の
有
効
期
限
は
７
月
末
と
な
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
認
定

を
受
け
る
た
め
に
は
、
８
月
中
に
更
新
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　な
お
、
新
規
で
交
付
を
受
け
る
に
は
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
認

定
証
は
申
請
を
行
っ
た
月
の
初
日
か
ら
有
効
と
な
り
ま
す
。

■
対
象
者

・
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
70
歳
未
満
の
方

・
70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
方
で
世
帯
主
お
よ
び
被
保
険
者
全
員
が
住

　民
税
非
課
税
で
あ
る
方

■
申
請
に
必
要
な
も
の

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・
印
鑑
（
認
め
印
可
）

■
認
定
日

　認
定
証
の
更
新
、
新
規
交
付
い
ず
れ
の
申
請
も
、
申
請
し
た
月
の

初
日
か
ら
の
認
定
（
有
効
）
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
請

　仁
淀
川
町
役
場
町
民
課

　☎
３
５
・
１
０
８
８

　池
川
総
合
支
所
住
民
課

　☎
３
４
・
２
１
１
１

　仁
淀
総
合
支
所
住
民
課

　☎
３
２
・
１
１
１
１

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
へ



《19》 広報によど川 8月号 広報によど川 8月号 《18》

地域おこし協力隊がゆく
　みなさま、こんにちは。

　私の近況ですが、日々新しい人と出会い、知らなか

ったことを知り、さまざまな経験をさせていただいて

います。本当にありがとうございます。

　春に植えた畑の野菜が採れ出しました！！ジャガイ

モ、トマト、キュウリ。今まで雨は憂うつなだけでし

たが、雨の後にぐんぐんと伸びる様子や、雨の予報に

合わせて苗を植えた後の雨は、まさに恵みの雨です。

　自分で育てた採りたての野菜を食べるのは格別で

す！畑にはちょうちょが来たり、土にはミミズがいた

り、よもぎ、どくだみなどいろいろな草も生えてきま

す。さまざまな植物や動物で成り立っていて、まさに

“生物多様性”です。自分もその一部であり、畑の作

業はとても気持ちがいいです。いい汗をかいて、おい

しいものが食べられるなんて最高です。

　また、梅の季節には、梅ジュース、梅サワー、梅酒、

梅干しを漬けました。今までは梅も買っていましたが、

今年は梅をたくさんいただきました。これからも、で

きる限りあるもので自給できるものは自給し、新しい

暮らし方を探したいと思っています。

　6月には東京・大阪の移住相談会に参加しました。「高知家」がだ

いぶ浸透してきており、以前より相談者も多く「仁淀川町で、話した

方の印象がとてもよかったので」や「高知に親戚がいるので」等、一

度来たことがある方の相談が多かったです。また、20代や大学生な

ど若者の移住希望者も多く、都会から移住を考える人が確実に増えて

いると感じました。今後も仲間を増やすつもりでサポートさせていた

だきたいと思っております。

　町内に移住した方々とも、お家にお邪魔したり、農作業のお手伝い

に行ったりと親しくさせていただいています。今後も私自身も地域の

方とも繋がりながら、移住した方同士も繋がる機会を持てればと思っ

ております。

　仁淀川町では初めての夏が来ます。山や川を思いきり楽しみたいと

思います！

ふる　き  　 あ 　 き 　 こ

～今月は古城亜希子隊員～
教｜育｜研｜究｜所｜便｜り｜

　現在、県内には東の室戸市から西の土佐清水市まで、１７の教育研究所が設置されています。

　研究所の本来の役割は、例えば、教育課程の調査研究や教職員の研修に関することなどで、その点

どこも大同小異ですが、地域環境となるとかなり差違があり、それぞれの課題に向き合いながら取り

組みを進めています。

　ところが、隣同士でも交流は意外と少なく、

それこそ“マイペース”で活動しているのが

現状です。しかし、新たな課題に直面し、ま

た、多様化もする状況では、相互の情報交換

や協力態勢が欠かせず、そうしたニーズを踏

まえて、このほど「県中西部地区教育研究

所」を立ち上げました。

　通称を「西の会」とし、土佐市、須崎市、

中土佐町、四万十町、それに仁淀川町の５つ

の教育研究所で組織することにしました。５

項目にわたって結成の目的を挙げていますが、

キーワードは“連携と協働”です。実際に生

きて働く組織となり、やがて多くの成果を内

外に発信していきたいと願っています。

県中西部地区教育研究所連盟の立ち上げ

仁淀川町議会議員ＯＢ会が設立される

ご
寄
付
の
お
礼

◇
一
般
寄
付
金

　中
内

　正
恵 

様(

岩
丸)

◇
広
報
寄
付
金

　尾
崎
さ
わ
子 

様(

寝
屋
川
市)

　種
倉

　昭
子 

様(

川
崎
市)

　西
村

　藤
勝 

様(

湖
南
市)

　吉
井
嘉
世
子 

様(

高
知
市)

　　ご
芳
志
を
あ
り
が
た
く
お

受
け
し
、
町
行
政
な
ら
び
に
広

報
発
行
に
有
意
義
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

        

　
　
　仁
淀
川
町
役
場

県中西部地区教育研究所連盟のメンバー

移住相談会の様子

麦刈りの手伝い

６月４日　中津渓谷ゆの森で、合併前後の議会議員Ｏ

Ｂによる新生仁淀川町の発展と情報交換および親睦を

目的とした「仁淀川町議会議員ＯＢ会」の設立総会が

開催されました。

　設立総会では、会の運営要綱・事業計画などを決定

した後、右記のとおりの役員選出を行い、来年は６月

上旬に仁淀地区を会場とすることを申し合わせました。

その後の懇親会でも情報の交換が活発に行われました。

※町外にお住まいのＯＢ議員の参加をお待ちしています

当
日
参
加
さ
れ
た
方
々

顧問　　西森豊作

会長　　日浦郷一

副会長　西森重勝、大原儀郎

幹事　　大石敏明、橋本眞一

会計　　福原克彦

監事　　岡崎　正、谷脇洋輔

■問い合わせ

　会長　　日浦郷一　☎３６－０２０８

　事務局　福原克彦　☎３５－１１２２

た
わ
わ
に
実
っ
た
梅

すくすく成長したトマト



☎

文

　
芸

投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

広報によど川 8月号 《20》《21》 広報によど川 8月号

仁
淀
俳
壇

　
　
　
　
　
　
　田
村

　大
陸

仏
前
に
今
年
初
め
の
鮎
供
ふ

　
　
　
　
　
　
　植
田

　秋
恵

昼
寝
す
る
事
も
日
課
の
自
分
流

　
　
　
　
　
　
　堀
部

　貞
子

夏
色
に
染
ま
り
少
年

　
　
　
　
　
　
　ボ
ー
ル
追
う

　
　
　
　
　
　
　川
上

　純
子

あ
の
尾
根
を
越
え
て
ま
っ
す
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　夏
が
来
る

　
　
　
　
　
　
　吉
田
豊
之
祐

樊
噲
草
今
に
伝
え
る
武
将
の
名

　
　
　
　
　
　
　松
岡

　豊
子

梅
雨
見
舞
二
円
切
手
を

　
　
　
　
　
　
　貼
り
足
し
て

　
　
　
　
　
　
　市
川

　千
秋

草
刈
女
砥
石
の
欠
片
腰
に
吊
り

　
　
　
　
　
　
　片
岡

　稔
和

山
帰
り
蚊
取
り
せ
ん
こ
う

　
　
　
　
　
　
　
　焚
き
始
め

　
　
　
　
　
　
　古
味

　幸
子

吾
が
田
畑
広
か
り
し
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　麦
月
夜

　
　
　
　
　
　
　田
村

　千
草

沈
下
橋
越
え
始
め
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　梅
雨
出
水

　藪
柑
子
句
会

　
　
　
　
　
　
　荒
木

　青
踏

若
楓
観
音
堂
に
不
離
不
即

　
　
　
　
　
　
　井
上

　美
智

勘
九
郎
見
下
ろ
す
席
や
夏
芝
居

　
　
　
　
　
　
　上
岡

　利
寿

か
じ
か
笛
蛇
行
の
ひ
ろ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　中
津
川

　
　
　
　
　
　
　高
橋

　幸
恵

ま
っ
す
ぐ
に
飛
び
立
つ
鵯
や

　
　
　
　
　
　
　枇
杷
熟
る
る

　
　
　
　
　
　
　小
崎

　千
恵

天
守
な
き
赤
穂
の
城
や

　
　
　
　
　
　
　
　夏
つ
ば
め

　
　
　
　
　
　
　高
橋

　房
子

弓
な
り
に
研
が
れ
し
鎌
の

　
　
　
　
　
　
　
　立
夏
か
な

　
　
　
　
　
　
　片
岡
代
美
子

万
緑
や
断
崖
の
家
に

　
　
　
　
　
　
　棲
み
古
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　尾
崎
マ
チ
エ

故
郷
は
い
ま
田
植
え
ど
き

　
　
　
　
　
　
　
　便
り
く
る

　
　
　
　
　
　
　西
尾
美
千
恵

父
の
日
に
贈
る
派
手
目
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　介
護
服

　
　
　
　
　
　
　藤
原
多
津
子

母
の
名
を
つ
け
し
形
見
の

　
　
　
　
　
　
　バ
ラ
咲
け
り

　
　
　
　
　
　
　隅
田

　邦
子

五
軒
分
釜
煎
茶
干
す
一
面
に

　
　
　
　
　
　
　結
城

　華
子

母
の
日
と
鮎
を
た
ま
わ
る

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　日
暮
か
な

　
　
　
　
　
　
　片
岡
と
く
ぞ
う

若
鮎
や
粘
め
り
の
ブ
ル
ー

　
　
　
　
　
　
　
　匂
い
嗅
ぐ

　
　
　
　
　
　
　鎌
倉
い
ち
い
ち

ダ
ム
湖
畔
の
仁
淀
神
楽
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　青
葉
風

　投
稿

　
　
　
　
　
　
　井
上
カ
メ
コ

土
讃
線
一
期
一
会
の
友
が
で
き

　
　
　
　
　
　
　井
上

　一
明

朝
顔
や
大
日
輪
に
雨
傘
を

　
　
　
　
　
　
　掛
水

　春
子

あ
ゝ
た
ま
げ
た
蛇
に
ま
か
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　夢
だ
っ
た

　
　
　
　
　
　
　中
越

　勝
子

静
け
さ
や
う
ぐ
い
す
鳴
き
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　力
わ
き

　
　
　
　
　
　
　掛
水

　完
悦

ア
メ
ゴ
手
に
祭
の
川
原

　
　
　
　
　
　
　ほ
し
い
ま
ま

広 告

わ
か
か
え
で

は
ん
か
い
そ
う

ひ
よ

と

き
り
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仁淀川町行事カレンダー（8月・9月）……… ………

歌って走ってキャラバンバン
仁淀川町池川大会(北浦ふれあい公園
15:00〜)※雨天時池川体育館
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広報によど川 8月号 《22》《23》 広報によど川 8月号

　たて・よこのカギをヒントにマス目を埋めてくだ

さい。　に入る文字をアルファベット順に並べかえ

ると答えが出てきます。何でしょう？

応募方法　はがきまたは封書で応募してください。

　　　　　〒７８１－１５９２ 仁淀川町役場「広報パズル係」

賞　　品　「いけがわ４３９交流館」日替わり定食お

食事券を正解者の中から抽選で５名様に。

（当選者の発表は次号広報）

町の人口・世帯数
平成26年7月1日現在

  人　口6,227人   （±0）

  　  男　2,912人　　　　　 

  　  女　3,315人　　　　　 

 　  世帯数3,275世帯  （ 8）    

7月中の届出

転入20人　 転出14人

出生  3人　 死亡  9人

（　）内は前月比

広報によど川

本紙は再生紙を使用しています。

平成26年8月1日発行（No.109）
編集　仁淀川町広報編集委員会

発行　仁淀川町

〒781-1592

高知県吾川郡仁淀川町大崎124

☎0889-35-0111

http://www.town.niyodogawa.lg.jp/

印刷　株式会社高知新聞総合印刷

　上川渡と戸立の両地区から

多くの人が上川渡大師堂に集ま

り、虫送りが行われ、今年の豊

作を祈願しました。

（上川渡　７月６日撮影）

第109回 クロスワード パズルクロスワード パズルクロスワード パズル ●締め切り
　8/18（月）必着

・
応
募
者
数

　28
人

・
正
解
者
数

　26
人

・
当 

選 

者

　西
森

　紘
子 

（
西
条
）

　
　
　
　
　
　片
岡

　房
子 

（
寺
村
）

表
紙
の
写
真

カ
キ
ゴ
オ
リ

☆
た
て
の
カ
ギ

1

　ア
ジ
ア
州
・
ア
フ
リ
カ
州
・
北
ア
メ
リ

カ
州
・
南
ア
メ
リ
カ
州
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

州
・
オ
セ
ア
ニ
ア
州
の
総
称

2

　背
面
か
ら
見
た
人
の
姿

3

　激
し
く
降
る
雨
。
大
雨

4

　ほ
し
い
と
思
う
。
得
た
い
と
願
う

5

　以
前
あ
っ
た
事
柄
に
つ
い
て
の
話
。
古

い
話

9

　海
や
湖
な
ど
の
水
際
で
、
石
の
多
い
所

11

　建
築
な
ど
に
用
い
る
木

　

13

　と
も
に
事
を
す
る
人
。
同
じ
仕
事
を
す

る
人
。
ま
た
、
そ
の
集
ま
り

15

　右
の
手
。
右
の
方
。

16

　め
ぐ
り
行
く
こ
と
。
は
こ
ぶ
こ
と

☆
よ
こ
の
カ
ギ

1

　老
人
が
入
所
し
て
生
活
す
る
専
用
施
設

6  

物
事
を
な
し
と
げ
よ
う
と
し
て
、
い
ろ

い
ろ
に
心
を
使
っ
て
苦
労
す
る
こ
と

7

　大
型
の
和
船
で
、
船
を
指
揮
す
る
者
な

ど
が
い
る
船
体
後
部
の
や
ぐ
ら

8

　外
国
の
新
聞

10

　こ
し
か
け
る
た
め
の
家
具

11

　笊
や
す
の
子
に
盛
っ
た
そ
ば

12

　と
る
に
足
り
な
い
。
つ
ま
ら
な
い

14

　物
が
豊
富
で
、
心
の
満
ち
足
り
て
い
る

さ
ま

15

　め
す
の
牛

17

　空
全
体
。
一
天

（
出
題
・
藤
原
賢
一
さ
ん
）

ごめい福をお祈りいたします

今月の賞品今月の賞品
クロスワードパズル 「

い
け
が
わ
４
３
９
交
流
館
」

　
日
替
わ
り
定
食
お
食
事
券
を
５
名
様
に

　今
月
の
賞
品
は
、

地
元
食
材
を
ふ
ん
だ

ん
に
使
っ
た
和
洋
の

日
替
わ
り
定
食
お
食

事
券
で
す
。

  

清
流
土
居
川
を
眺

め
な
が
ら
、
旬
の
食

材
を
使
っ
た
手
作
り

の
料
理
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

  

お
食
事
券
は
、
和

食
と
洋
食
か
ら
お
選

び
い
た
だ
け
ま
す
。

　昨年３月末、国道４３９号沿いにオ

ープンした『いけがわ４３９交流館』

は山や川の幸、旬の食材を使った料理

を提供するレストランのほか、地元の

新鮮野菜などを販売しています。

　澄みわたる土居川を一望できるレス

トランは山菜など地元食材をふんだん

に使った和洋の日替わり定食や特性カ

レーも人気。直販コーナーでは、地元

農家が出品した新鮮な野菜が並び、ほ

かにも弁当や惣菜、木工品などを販売

しています。

　山や川の幸や旬の食材を使った料理

や新鮮野菜をぜひご堪能ください。

いけがわ４３９交流館
（仁淀川町北浦450-2）　

■営業時間　７:30～16:00 

■定 休 日  年末年始　　

■☎０８８９－３４－３９８８

お
客
さ
ん
を
笑
顔
で
迎
え
る

ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん

よ

　
　さ

　
　く

仁淀川町の新鮮野菜いかが
「いけがわ４３９交流館」

池川中

至 吾北

至 大崎

清
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第
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大
会

仁
淀
川
町
消
防
団
員
　
放
水
技
術
競
う

池
川
中
県
総
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２
年
連
続
Ｖ
の
快
挙


